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1 はじめに
室内温熱環境の快適性については，温湿度が260C，50 
%前後(冷房期)という設計値1)か提案されている。 し
かし，人の温熱感覚のパラツキは大きいにもかかわらず，
その程度すら見つかっていない。そこで本研究は，温熱
感覚のバラツキの原因である個人差の把握を目的として，
自己申告による被験者の体質か，発汗という生理反応に
どのようにあらわれてくるかを探る。
2 実験概要
大阪市立大学生活科学部内の人工気候室(約30rrl)に
おいて，定常状態で 1時間の曝露実験を行った。実験前
後に体重測定し，発汗による減少量をみた。空気温度は
温冷感中立域の240Cから暑い側へ27，30， 330Cの4水準
を設定(2回曝露)した。実験条件と申告(10分間隔で
回答)カテゴリを表 1，図1に示す。被験者は女子大学
生12名(平均22.2歳)で，事前に「暑がり・普通・寒が
り」と「汗かき・汗かきでない」の分類を行っている
(表2参照)。
表 1 実験条件
空気温度[OCJ 24、27、30、3
相対湿度[%J 50 
気流[m/secJ 無感気流
着衣量[cloJ 0.85 (1.007) (算出方法は文献2)3)を参照)
代謝量[metJ 0.829 
(被験者8名による追加実験から求めた平均値)
被験者の姿勢 椅座
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図 1 全身温冷感申告のカテコ、リ
表 2 被験者の自己申告による体質
A 寒かり 汗かきでない G 普通 汗かきてない
B 普通 汗かきでない 日 暑かり 汗かき
C 暑かり 汗かき 暑かり 汗かき
D 暑がり 汗かき J 寒かり J干かきてない
E 寒がり 汗かきでない K 普通 汗かきでない
F 暑かり 汗かき L 普通 汗かき
3 結果と考察
( 1 )体質の分類
表 2より「汗かきJ6名中 5名か「暑かり」て， I t干
かきてなしリ 6名は「普通」もしくは「寒かり」である。
発汗に関する申告から「昔通JI寒かり」といった分類
はできないものの， I暑かり lは「庁かき」てあると申
告するようである。
( 2 )発汗量(体重減少量)
発汗量(体重減少量)の違いにより，自己申告による
体質の分類を試みる O まず被験省を「汗かきJI汗かき
でない」 グループに分頒し設定空気極度ζ とに示した体
表面積当りの体重減少量(平均値，標準偏差)か表 3， 
図2である。空気極24，270Cでは若干減少状態にあるが，



